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■ 会 長 報 告                  青島 彰君  
いよいよ本年度の最終の月を迎えました。大塚

幹事とのコンビで微力ながら１年間をなんとか過

ごせたことにホッとしています。また、会員の多

大な応援がいただけたことに感謝します。大塚幹

事は毎月ビッシリと詰まった年間スケジュールを

整理良く、てきぱきとこなしてもらいました。次

次年度会長に赴かれたときが楽しみです。 

■ 理 事 会 報 告          大塚 博巳君 
• ６月プログラムについて承認されました。 

• 最終夜間例会の日程・開催場所が承認されまし

た。 

• 平会員・山田会員の傷病見舞金が承認されまし

た。 

• 国際障害者ピアノフェスティバルの協賛金支援

が承認されました。 

• 水野会員・酒井会員の退会が承認されました。 

• 退会希望者１名の取扱について会長一任が承認

されました。 

• ２０１２－２０１３年度事業計画が承認されま

した。 

• ２０１２－２０１３年度予算案が承認されまし

た。 

• ２０１２－２０１３年度７月プログラムが承認

されました。 

■ 幹 事 報 告                大塚 博巳君  

• 第２６２０地区より、 第１１回日韓親善会議

の案内が届いております。 

• 焼津ＲＣ・焼津南ＲＣより、事務所移転のお知

らせが届いております。 

• 島田ＲＣより、創立５０周年記念事業の御礼文

が届いております。 

■ 出 席 報 告            小西 啓一君      
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

31／42 73.38％ 29／44 65.90％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○大塚高君 ○河井君 ○島村君 

○平君 ○竹田君 ○仲田廣君 ○鈴木舜君  

仲田晃君 萩田君 柳原君 

■ ビ ジ タ ー                         
大石 啄誌君（榛南） 

■ スマイルＢＯＸ           小西 啓一君      
• 白内障につきクラブの皆様には欠席が続き、ご

心配をおかけしました。ようやく見え始めてま

いりました。多大の御見舞いを頂戴し誠に有り

難う御座いました。藤枝眼科の先生が美人でそ

れだけでも目が治りました。    山田 昭雄君     

• 今年度・次年度の委員長引き継ぎ会懇親会に出

た会費のおつりをスマイルします。ごくろう様

でした。そして、よろしくお願いします。 

         次年度幹事 池ノ谷 敏正君 

• 入会後、始めて卓話させていただきます。よろ

しくお願いします。             赤堀 信夫君 

• ６月１日結婚記念日にお花を頂きありがとうご

ざいました。例年、結婚記念日と妻の誕生日を
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忘れてしまい不評をかっておりました。お陰様

でこれからは円満になりそうです。 小林 弘君 

• ゴルフコンペで優勝しました。優勝者に配慮し

て１０００円におさえておきます。 

玉木 潤一郎君 

• ゴルフ同好会準優勝者の３倍にしました。匿名 

スマイル累計金額   ２４２，１００円

 
「高校サッカー応援

で想う」 

赤堀 信夫君 

 

 

                     

サッカーの町 ふじえだ に生まれ育った私は

身体的に運動能力が低いながら、昭和 42 年 

全国初のスポーツ少年団が藤枝小学校に発足し遅

れること 2年 昭和 44 年地元青島小学校 

に開設され当時 4 年生の私も土曜日曜には弁当持

参で参加した記憶があります。 

その後 3人の男子に恵まれ ご多分にもれず3

人とも小学校低学年からスポ少（スポーツ少年団）

にお世話になり成長した息子たちはいまでも下手

なりにサッカーに携わっております。その中で二

男が計らずも藤枝明誠高校サッカー部に在籍し平

成 21 年度の全国大会出場を夏・ユース高円宮杯ベ

スト８ 冬・全国高校サッカー選手権県大会優勝

全国ベスト８と輝かしい成績を残し親子共々その

興奮と感動を堪能いたしました。その際 知名度

の低い私立高校が全国大会初出場を地元に認知し

てもらうべく応援幟旗を作成し近隣商店街の街路

に飾ることを企画し実施しましたが、いざ最寄り

の商店街店主さんにお願いすることがいかに大変

かを体験しました。その時のエピソードをご紹介

します。 

初めに市役所に申請し幟旗を街路樹に飾る許可

をもらい商店街連合会にお願いし各商店街世話役

への挨拶を行いました。以上は主に学校事務方が

根回ししていただきましたが実際商店街には我々

サッカー部選手の保護者が出向きお礼の挨拶後に

設営させていただきます。 

また学校発行の挨拶状を持参し厚かましくも旗

設営だけでなく賛助金なるおねだりまで願い出ま

す。そのため、ほとんどの商店主様は難色をしめ

し、旗を店前に設営することもままならない場合

もありました。しかし大概の店主は本音では好意

的で心からの励ましと賛助金までご寄附いただく

ことができました。その大きな理由は全国的に名

を馳せております。伝統ある藤枝東高校のお陰で

理解を得れました。私達はその好意にただ甘える

のではなく全国出場中、試合結果を逐次新聞掲載

の写しを手元に訪問し支援応援してくれた商店主

様に一緒に闘っている臨場感と共に歓べる一体感

を味わせていただきました。 

いまでも当時の苦労話で盛り上がるのは藤枝東高

お膝元である白子通り商店街様に幟旗を持ちよっ

た時のことです。何といっても藤枝明誠高校は旧

青島村 瀬戸川以東の旧益津村はなかなか敷居の

高い地域であり躊躇しておりましたが 学校事務

方が根回し済みとのことで図々しくも持参したと

ころ商店街会長が不在のため副会長店主には少々

お叱りの言葉をもらいそれでもなんとか東高前の

公民館に一時預かり後日稟議するとのお達しで 

我々保護者はすごすごと帰宅しました。天の啓示

か翌早朝平成 21 年 8 月 11 日なんと駿河湾沖で地

震が発生し（おそらく藤枝東高聖域の白子商店街

にいった祟りか・・）といった具合、実はレポー

ト文書では記載できないオフレコなエピソードは

多々ありますが、いづれにしましても  藤枝は

サッカーが熱いぜ！ すべてはお陰様とゆうこと

で なんと当藤枝ロータリークラブに入会させて

いただくきっかけは全国大会出場に地域を賛助金

募集活動中に当メンバーの大塚幹事からお誘いを

していただいてのご縁でございます。 

以上 とりとめのない話ですが地元藤枝で生業

をし生活するなかでサッカーが私を成長させてく

れていることに感謝しております。 

 

 

 

 

 

■ 会 員 卓 話                        
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商店街応援幟旗の風

景 

 
 

 

県大会優勝集合写真 
 

 

 

 

◎ 冠 講 座                                   

第７回講師            竹田 勲君 
『人と自然の共生』 
特別講師：小柳津万寿夫氏（エレクトロン静岡研

究所所長） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／小林君） 


